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第 25 章 排水モデリング 

この章では排水モデリングについて説明します。 

この章の焦点は、雨水ネットワーク、特に暗渠と雨水管のモデリングと解析です。 

排水モデリングツールを使用して、集水域を定義し、設計降雨と共に解析してピーク流量を算出することができます。ピーク流量は、

水理解析のために暗渠または雨水管ネットワークに導くことができます。 
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25A 排水モデリングツールの紹介  

排水モデリングツールは、雨水および共同溝（光ファイバー、ガス、電気など）ネットワークのモデリングと解析に使用します。 

これらのツールは、リボンの「排水モデリング」作業フローにあります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水ツールは以下の用途に使用できます。 

• 暗渠のモデリングと分析:暗渠のスパン、材質、勾配、流入口/流出口の構成をモデル化して、暗渠の流量

（容量）を解析し、道路越流を求めることができます。各暗渠に集水域（排水領域）を割り当て、流入口へ

の流量を自動算出できます。分析では、暗渠の水理縦断を生成できます。 

• 雨水ネットワークのモデリング、分析、自動設計:桝、流入口、雨水管のネットワークをモデル化し、容量を分析

できます。各流入口には集水領域を割り当てて、流入口への流量を自動算出できます。分析では、雨水管路

の水理縦断を生成できます。 オプションで、雨水ネットワークの構成要素で自動設計を行うための設計シナリオを

実行できます。例えば、設計上の降雨に対応するためのパイプのサイズを自動設計することができます。 

• 流域モデリングとピーク放流量（Q）の算出:排水流域をモデル化することで、様々な降雨時のピーク排水流

量を決定することができます。水理分析を利用するには、降雨強度曲線を取得する必要があります。 

• 排水ネットワークのモデリング:排水ネットワークとインフラのレイアウトをモデリングできます。各横方向または節点

に負荷を割り当て、ネットワークの容量を分析できます。 

• 水の配分ネットワークのモデリング:排水ネットワークとインフラのモデリングが可能です。分析では、ヘッドロスや圧

力を算出することができます。 

• 共同溝ネットワークのモデリング:ガス、通信（光ファイバーなど）、電気などのパイプやインフラのレイアウトをモデ

ル化できます。シート作成の用途では、共同溝ネットワークから縦断を生成できます。 

注:この章では、排水システムの定常解析に焦点を当てます。定常解析では、時間の経過に伴う流量の分布は考慮されま

せん。定常解析では、 排水シ ス テ ム の 各構造物や導管について、単一のピーク流量が計算され、解析されます。 

 

遊水池と浸透システム（バイオスウェールと透水性舗装）は、これらの特性化には非定常解析が必要であるため、この章ではカバー

されていません。 

注意:排水モデリングツールの算出エンジンは、HY-8、HEC-HMS、HEC-RAS などその他よく使用されるソフトウェアとは異なり

ます。どのソフトウェアを使用するかによって結果が異なる場合があります。大規模な構造物や重要な交差点では、TRD

排水ツールから生成された結果が承認可能か精査する必要があります。 

注意:排水モデリングツールは、排水システムのレイアウトおよび高さインバートをユーザーが手動で設計した後にのみ使用してくだ

さい。排水システムのレイアウトは図面ツールで描画してください。 

排水モデリング作業フロー 
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排水ネットワークのレイアウトが施工可能であること、暗渠と導管が最小土被り要件を満たしていることを確認してください。入口

/出口端が道路堤防に埋まらないように、角度付き暗渠が十分な⾧さを持つことを確認してください。 

排水モデリングツールは、排水システムの水理解析を目的としています。水理解析により、適切なパイプのサイズと容量が求められま

す。ただし、レイアウトが施工可能であり、基準を満たしているかどうかは確認してください。 
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25A.1 排水モデリングの基本 

排水モデリングツールを初めて使用する場合、プロジェクトファイルが自動的に作成され、TRD ファイルに埋め込まれます。 

注意:排水モデリングツールを使用する場合は、常に新しい TRD ファイルから開始してください。道路設計モデリングで排水モデリン

グツールを使用しないでください。道路設計モデリングに排水モデリング要素を配置すると、ファイルが破損することがありま

す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水モデリングのネットワークは、主に節点と導管要素でモデリングされます。節点は、流入口、流出口、開口部、構造物、マンホール、

その他ネットワーク内の重要な位置を表しています。導管は節点と節点の間に配置され、パイプ、水路、その他水理伝達手段を表しま

す。導管は 2 つの節点の間に配置する必要があります。 

例えば、単純な暗渠は、入口と出口の位置に配置された節点でモデリングされます。暗渠の材質と路線をモデリングするために、入

口と出口の節点の間に導管が配置されます。 

 

節点配置 導管配置 

暗渠の入口と出口に設置された節点 

2 つの節点の間に導管を配置 

注意:設計 TRD ファイル内
で、排水モデリングツールを使わ
ないでください。 
排水モデリング用の新規 TRD
ファイルを作成してください。 

排水モデリングツールを最初に使用
するとき、このメッセージが表示されま

導管配置 節点配置 
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集水域は排水領域を表し、排水領域から発生する流出流量を計算するために使用されます。集水域は節点に割り当てなければな

りません。集水域によって生成された流れは、節点に導かれます。下図の例では、集水域は暗渠の入口節点に割り当てています。 

 

ヒント: 集水域は、図面ツール（スマートライン配置ツールなど）を使用して描画し、閉じた形状を作成します。集水域配置ツー

ルを使用する場合は、[多角形を選択] 方法を使用して閉じた形 を 選択します。 

注:集水域の水文学的分析に使用できるのは合理式のみです。合理式を使用して流出量を計算するときは、水理プロパティ

で集水域要素に流達時間と流出係数を割り当てる必要があります。また、分析を実行する前に、降雨強度曲線を取得

し、TRD にインポートする必要があります。TRD への降雨強度曲線の読み込みについては、「25C  集水域の降雨データ

とシナリオの作成」を参照してください。 

水理プロパティ 

集水域配置 
コマンド 

「流出係数」は特性定義
によって定められます。 

「流達時間」は水理プロパテ
ィで設定します。 

図面用のコマンドで 
集水域を描画 

水理プロパテ
ィ 
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25A.2 水理プロパティ 
すべての排水モデリング要素（節点、導管、集水域、側溝、池）には、水理プロパティに表示される一連の水理オプションがあります。 

水理プロパティは、排水ネットワークの分析のすべての側面を管理します。排水のモデリングと分 析 を 行うときは、常に水理プロパティ

を開いておいてください。 

注: 従来のプロパティ  に表示されている設定値は、要素の水理解析には影響しません。 

水理プロパティは、排水モデリング要素を選択し、ポップアップアイコンメニューを呼び出すことで開くことができます。 

ポップアップアイコンメニューへのアクセスについては、「1A.2.c ポップアップアイコンメニュー」を参照してください。 

また、「水理プロパティ」は、リボンからアクセスすることもできます。 

排水モデリング → ユーティリティビュー → エレメント・ビュー 

 

ヒント*:オプションを選択（ハイライト）すると、メニューの下部にオプションの簡単な説明と効果が表示されます。 

要素を選択し、ポップアップアイコン 
メニューを表示します。 

 
水理プロパティアイコンを選択します。 

ヒント*:各オプションの説明はダ
イアログの下部に表示されています 

リボン[ユーティリティビュー] - [エレメント・ビュー] 
- [水理プロパティ]を選択 

水理プロパティ 
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25A.3 排水モデリングと分析のための全般的作業フロー 
下のフローチャートは、排水ネットワークのモデリングと解析の全般的な手順を示しています。 

注意:排水モデリング要素を配置するために新しい TRD ファイルを作成しました。道路設計モデリングで排水モデリングツールを使

用しないでください。 

 

作業フロー#1: 節点、導管、集水域と共に排水ネットワークをモデル化 

図面タブのツールを使用して排水ネットワークをレイアウト 
排水モデリングツールは、排水システムのレイアウトとインバート高をユ ー ザ ー が 手動で設計した後に使用してください。 

排水ネットワークのレイアウトが施工可能であること、暗渠と導管が最小土被要件を満たしていることを確認してください。 
傾斜した暗渠は、流入口/流出口が道路の盛土によって埋もれないように、十分な⾧さを確保してください。 

 

節点配置 
節点要素は、暗渠の端部処理（FES と翼壁）、集水桝、流出口、その他構造物を表します。 

「25B.1 節点（集水桝と流出口）の作成」を参照してください。 

 

節点から節点への導管要素の配置 
導管はパイプや側溝を表示します。各節点の間に導管を配置します。 

「25B.2 導管（パイプ）の作成」を参照してください。 

 

集水域要素（排水領域）の配置 
集水域は節点に流入する排水領域を表します。 

図面ツールで排水領域の周⾧をトレースし、集水域に変換します。 

節点への流れが既知であれば、集水域のモデリングや降雨強度曲線のインポートは不要です（作業フロー#2）。 

「25B.4 集水域（排水領域）の作成」を参照してください。 

 

水理プロパティで節点、導管、集水域の設定値を編集 

水理プロパティは、節点、導管、集水域の水理設定をコントロールします。 

「25B.3 水理プロパティで節点と導管の水理設定を編集」を参照してください。 

節点への流量が既知の場合は、水理プロパティで既知の流量を設定します。 

「25B.3.a 流入口に既知の流量を設定」を参照してください。 
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作業フロー#2: 降雨強度曲線を読込みシナリオを設定 

集水域を使用して降雨流出流量を生成する場合、降雨強度曲線を読み込む必要があります。降雨強度曲線の読み込みを完了し

たら、分析に使用するシナリオを指定します。詳細は、「25C 集水域の降雨データとシナリオの作成」を参照してください。 

 

作業フロー#3: 排水ネットワークの分析を実行 

計算センターを使用して、降雨強度曲線と分析シナリオを実行し、集水域要素から流量を生成します。集水域の流量は下流の節点

に導かれ、排水ネットワークの水理が解析されます。詳細は、「25D 計算センターによる分析シナリオの実行」を参照してください。 

 

作業フロー#4: 結果の見直しと縦断図 の 作成 

分析の実行後、水理結果を見直し、縦断図を作成します。必要に応じて、排水ネットワーク内の要素のレイアウトおよび水理プロパテ

ィを編集し、解析を再実行します。詳細は、「25E 結果:レポート、テーブル、縦断の作成」を参照してください。 
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25B カルバートのモデル - 基本作業フロー 
 

この作業フローでは、単純な暗渠をモデル化します。暗渠ネットワークは、2 つの節点、導管、集水域で構成されています。 
 

 

 

新しい TRD ファイルを作成します。 

注意:道路設計モデリングに排水モデリング要素を配置しないでください。新しい TRD ファイルを作成するときは、2D

シードファイルを使用します。シードファイルの詳細は、「3A.2 シードファイル」を参照してください。 

新しい TRD ファイルで、地形モデルや関連するすべての設計データを参照します。 

 現況地形モデルをアクティブにします。 

 

 

 

 

暗渠のレイアウトは、排水モデリング要素を配置する前に設計する必要があります。 

流入口と流出口の節点は、暗渠の中心線形の終点に配置します。暗渠縦断は、入口および出口節点の底面標高を

決定するために設計する必要があります。 

TRD 図形ツールを使用して、暗渠の中心線形と縦断へ描画します。暗渠縦断をアクティブにします。 

「スマートラインを配置」コマンドを使用して排水領域の形を描きます。排水領域の図形は集水域要素を作成するため

に直接選択されます。 

注:暗渠のピーク流量がすでに分かっている場合、集水域を作成する必要はありません。既知の流量は、上流の流入

節点に直接入力することができます。詳細は、「25B.3.a 流入口に既知の流量を設定」を参照してください。 

 

暗渠の位置と配置 

集水域 

暗渠縦断 

開始節点 終了節点 
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25B.1 節点（集水桝と流出口）の作成 

暗渠の入口と出口に節点を配置します。 

 

節点の特性定義は、暗渠の端部処理を表します。 節点特性定義ライブラリで使用できる端部処理には、ヘッドウォール、フレア加工

された端部（FES）、傾斜した端部などがあります。暗渠のモデリングで使用される節点特性定義は、StormWaterNode →  

集水枡フォルダ等にあります。 

フレア加工された自由端部暗渠をモデル化するには、「流出口_鋼_FES、Steel」フォルダの特性定義を使用します。暗渠の直径に

対応する特性定義を選択します（例:「鋼（φ300mm）、FES Steel (300ｍｍ Dia)」）。配置後、節点の水理プロパティに

入り、自由端暗渠に対応するように入口損失係数 Ke を変更します。入口損失係数は、次のページに示す入口説明プロパティによっ

て設定されます。

特性定義 
ヘッドウォール フォルダ 

 

節点:特性定義 
フレア加工された流出口 

鋼、300mm 

節点 
特性定義 

特性定義「流出口」 

節点配置 
3D 設計モデルにおける 
フレア加工された端部 
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 節点の配置手順は以下の通りです 

 

   
  

 
リボンから節点配置ツールを選択します:[排水モデリング → レイアウト → レイアウト]。 

 

 

ダイアログで特性定義を設定します。ドロップダウンリストから特性定義を選択します。 

StormWaterNode → ヘッドウォール 

特性定義は、暗渠の直径と関連している必要があります。たとえば、「鋼（φF600mm）_FES」を使用します。 

「特性定義」を使用して、直径 600mm のスチール製フレア加工の端部を配置します。 

 
ダイアログの「名前の前記号」で節点に名前を割り当てます。 

 

 

ダイアログで、「インバート標高を指定」のチェックをオンにします。 

注意:暗渠の節点を配置するときは、このチェックをオンにする必要があります。オフの場合、節点の高さは次のステップ

で指定された高さに配置されます。 

 

 

 

節点配置>節点標高の参照要素を選択。＜右クリック＞で標高を入力 

このステップでは、節点の高さを自動的に設定するために、地形モデルまたは線形を選択することができます。 

この例では、線形が選択され、アクティブな路線線形縦断から自動的に縦断の高さが取得されます。 

注:線形と縦断は、以前に TRD 路線ツールで作成されたものです。 

または、右クリック（リセット）して、次のステップで節点の高さを手動で設定します。 

 

 

節点配置>ヘッドウォールの定義 

必要な位置に節点を配置します。この場合、節点は排水溝の線形（参照要素）の終了点に配置されます。 

指定の位置に配置 

重要「インバート標高を指定」をオン 

節点配置 
特性定義をセット 

地形または線形を指定 

3 
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節点配置>回転モードを選択 - 「路線線形に相対的」を選択すると、角度基準となる要素を選択します。「絶対

値」を選択すると、北方向からの相対角度になります。 

この場合、「路線線形に相対的」が選択され、暗渠の線形に合わせて節点を回転させます。 

 
節点配置>回転の参照要素を指定 - 参照要素を指定します。この場合、暗渠の線形を選択します。 

 

節点配置>回転を選択または右クリックで再配置 - 希望する回転角度をキー入力します。 

ヒント:S00°00'00 "E または N00°00'00 "W のいずれかをキー入力すると、節点が暗渠線形と共に回転しま

す。節点に必要な角度が S00°00'00 "E である場合、流出口は N00°00'00 "W に設定します。節点

の配置後、要素を選択すると角度を調整することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ステップ 1～9 を繰り返して、暗渠出口の節点を作成します。 

ヒント:節点が作成されると、図形要素が 2D 設計モデル  と 3D 設計モデル  の両方に配置されます。2D 設計モデ

ル  で作業する場合、3D 設計モデル  の参照表示がオンになっていると、3D 要素の図形要素が 2D 要素と重

なります。「参照  」で、3D 設計モデル  の参照表示をオフにします。 

 

 

 

  

ヒント:節点のプレビューに 
注意してください。 

3D 設計モデル 
参照表示オン 

3D 設計モデル 
参照表示オフ 

参照により表示される 3D 節
点および導管の構成要素 

2D 節点および導管要素 

ヒント:3D 設計モデルの 
参照表示オフ 
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25B.2 導管（パイプ）の作成 
暗渠を配置するときは、導管配置ツールを使用します。 

暗渠の特性定義は、暗渠の材質と管の形状（円形、パイプアーチ形、楕円形など）を表示します。暗渠特性の定義は、

StormWater フォルダにあります。説明では、パイプの直径または寸法を設定します。 

 

 

注意:ダイアログでは、「プル」、「セグメントの⾧さ」、「勾配」のチェックをオンにしないでください。「プル」と「セグメントの⾧さ」の設

定は、導管に頂点と曲線を追加するために使用されます。「勾配」の設定は、導管の勾配を手動で指定するために使用し

ます。「勾配」のチェックがオフの場合（推奨）、導管の勾配は節点の高さによって自動的に設定されます。 

 

 
リボンから導管配置コマンドを選択します:[排水モデリング → レイアウト → レイアウト] 

 

 
ダイアログで特性定義を設定します。ダイアログから特性定義を選択します。 
StormWater ドロップダウンリスト。 

 

 
ダイアログで、「説明」ドロップダウンを使って管のサイズを設定します。 

 

 
ダイアログで、[名前の前記号]に導管の名前を入力します。 

 
 節点間にリンクを置く>スタート節点を選択- 集水桝（入口側）を選択します。 

注意:正しい方向に流すために、流入口を始点として選択します。上流から下流の順番で配置します。 

 

 
節点間にリンクを置く>接続のための次の節点を選択- 集水桝（出口側）を選択します。 

暗渠の直径を設定 

特性定義を選択 

導管配置 

集水桝（出口）を指定 集水桝（入口）を指定 
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25B.3 水理プロパティで節点と導管の水理設定を編集 

水理プロパティにある設定値は、水理解析をコントロールします。水理プロパティを開くときは、「25A.2 水理プロパティ」を参照してくだ

さい。分析を成功させるために、節点と導管に対して以下の水理プロパティ設定を編集する必要があります。 

導管水理プロパティ - 入口損失値や逆流損失値を入力する場合には「カルバート?」を True に設定します。既定では、"カルバ

ート?"プロパティは False に設定されています。 

「カルバート?」プロパティが True に設定されると、入口と出口の損失係数を設定できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

暗渠を選択 

入口損失値や逆流損
失値を入力する場合に

は「カルバート?」を
True 



 

14 

 25B.3.a 流入口に既知の流量を設定 

暗渠や流入口に流入する流量がわかっている場合、節点プロパティで設定することができます。集水要素を使用しない場合は、このプ

ロパティを設定する必要があります。このプロパティは「流量」ドロップダウンの下にあります。 

注:流量は流入口（上流）節点のプロパティでのみ設定できます。流出口（下流）節点にこのプロパティを設定することはでき

ません。 

 

 

 

 

 

流入口を選択 

既知の流量をセット 
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25B.4 集水域（排水領域）の作成 

集水域配置ツールは、閉じた形状要素を集水域要素に変換するために使用します。集水域は排水領域を表示します。合理式*を

使用して、集水域はピーク流量を生成します。集水域には、下流の流入節点を割り当てる必要があります。集水域から発生するすべ

ての流量は、割り当てられた流入節点に導かれます。 

注意*:集水域の水文学的分析に使用できるのは合理式のみです。 

合理式を使用する場合、集水域の水文学的分析は 3 つのプロパティによって行われます。 

• 集水域:集水域の作成に使用される閉じた図形要素によって決まります。 

• 流出係数:初期状態では、流出係数は集水域の作成時 に選択した特性定義によって設定されますが、この値

は水理プロパティで編集することが可能です。 

• 流達時間:流達時間は手動で算出する必要があり、水理プロパティで設定します。 

集水域要素を作成した後、降雨強度曲線を 設定し、分析シナリオを選択するために、降雨データとシナリオをプログラムする必要があ

ります。流達時間（Time of Concentration）は、集水域の降雨強度を計算するために降雨強度曲線によって参照されます。 

降雨データのプログラミングについては、「25C 集水域の降雨データとシナリオの作成」を参照してください。 
  

  

集水域配置コマンド 

閉じた多角形を選択 

レイアウト方法「多角形
を選択」を選択 

流入口を選択 

特性定義を選択 

3 
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 リボンから「集水域配置コマンド」を選択します:「排水モデリング → レイアウト → レイアウト」。 

 

 
ダイアログで、排水領域の表面積に対応する特性定義を設定します。特性定義は、集水域の流出係数を初期設定
しますが、水理プロパティで、流出係数を任意の値に変更することができます。 

 

 
ダイアログ「名前の前記号」で、集水域に名前を割り当てます。 

 
 

 
プロンプト:レイアウト方法を選択 - 排水領域を表す閉じた図形の要素を選択するには、「多角形を選択」を選択
し、多角形を指示します。 
注意:閉じた図形要素は、参照 TRD ファイルではなく、アクティブな TRD ファイルに直接配置されていなければなりま

せん。閉じた図形要素が参照 TRD ファイルにある場合は、コピーツールを使用して閉じた図形要素をアクティブ
な TRD ファイルに複写してください。 

 

 
プロンプト:流出を選択 - 「流出」は集水域から流 入 する節点を表します。この場合、暗渠の流入口節点が選択さ
れます。 

 
 

 

プロンプト:参照地形を選択。 <右クリック>でアクティブな地形を選択。 <Alt>で地形を選ばずに続ける。 
集水域を含む地形モデルを選択します。その場合、集水域の水文学的分析には何の影響もなく、3D 設計モデル

 で表示したときに、集水域を適切な高さへ配置することができます。 
アクティブな地形モデルを選択するときは、右クリックします。または、希望の地形モデルを選択するか、ALT キーを押し
て、集水域を高さ 0ｍに配置することもできます。 

ヒント: 集水域を作成した後、その集水域がどの節点に流入するかを表示するために選択項目を表示します。 
 

ヒント:流域を選択すると、流れ込む
集水桝が分かります。 流れ込む集水桝に破線が表

示されます。 
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集水域を作成した後、流達時間を設定し、流出係数を確認または編集する必要があります。流達時間と流出係数は、集水域の水

理プロパティの「流出」ドロップダウンにあります。 

注意:流達時間の単位は時間です。流達時間を手動により分単位で算出した場合は、時間単位に変換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流出係数のヒント:集水域は、「定義領域」設定を 「複数のサブエリア」に変更することにより、複合流出係数を割り当てることが

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

水理プロパティ 

流達時間（hours） 

集水域を選択 

流出係数 

「サブエリア」のメニュー
アイコンを選択 

サブエリアの比率を入力 サブエリアの流出係数
と説明を入力 

「定義領域」を「複数
のサブエリア」に変更 
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流達時間のヒント:「流達時間入力タイプ」を 「複合流達時間」に変更すると、流達時間を計算するための数式が多数用意さ

れています。流達時間の数式を利用するときは、水理⾧や勾配などの水理パラメータが既知である必要があ

ります。 

「流達時間データ収集」メニューで、  ドロップダウンを展開し、流達時間を計 算 す る 数式を表示します。複数の数式を使用し

て、シート流れと水路流れの両方を含む複合流達時間を計算することができます。例えば、HEC-22 シート流れと HEC-22 開水路

と管路の流れの数式を使用して、シート流れと水路流れの両方を反映した流達時間を算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数式に関連するパラメ
ータを入力 

流達時間を求める数式
を選択 

「流達時間データ収集」の
メニューアイコンを選択 

「流達時間入力タイプ」
を 「複合流達時間」に変

更 
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25C 集水域の降雨データとシナリオの作成 

集水域の降雨流出量とピーク流量を算出するには、降雨データが必要です。降雨データは通常、強度-継続時間-頻度曲線（IDF）

の形式をとります。降雨強度曲線はユーザーが入手する必要があり、プロジェクトの位置に対応している必要があります。降雨強度曲

線は、TRD ソフトウェアにインポートするために CSV フォーマットにコンパイルする必要があります。 

注:節点のピーク流量がすでに既知である場合、降雨強度曲線の読み込みと降雨データの設定は必要ありません。排水領域の

ピーク流量が別のソフトウェアやプログラムで算出された場合は、直接節点に割り当てることができます。詳細は、「25B.3.a 

流入口に既知の流量を設定」を参照してください。節点への流れが既知の場合は、「25D  計算センターによる分析シナリオ

の実行」に進みます。 

 

25C.1 降雨強度曲線の入手と設定 
各都道府県等のホームページで公開されている降雨強度を入手します。 

以下は、参考の福島県降雨強度式です。 
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TRD ソフトウェアに読み込みする前に、CSV ファイルを Microsoft Excel で編集し、適切なフォーマットにする必要があります。 

編集後のスプレッドシートは、TRD にインポートするための正しいフォーマットを示しています。 

 

 

 

ヒント: 新しい Excel スプレッドシートから 降雨強度曲線のデータをコンパイルする場合は、名前を付けて保存 コマンドを使用し

てスプレッドシートを .CSV ファイルフォーマットで保存してください。Microsoft Excel ファイル（.xlsx）は TREND 

ROAD Designer に読み込めません。 

編集後の表 

降雨時間の列後

このテキストは削除し
ないでください 

時間の列 



 

21 

25C.2 降雨強度曲線ファイル(CSV)を降雨データエディタに読込 
降雨強度曲線ファイル(CSV)はソフトウェアに読み込みます。 

注意:TRD に読み込みする前に Microsoft Excel CSV ファイルを閉じてください。降雨強度曲線ファイルが Microsoft Excel

で開かれている場合、エラーメッセージが表示されます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
メニューの左側で、IDF テーブルの名前を変更します。 

 

 
読込  ボタンを選択します。 

 

 
ファイルの位置に移動し、降雨強度曲線ファイル（CSV）を選択します。 

 

 

 
リボンから降雨データツールを選択します: 
[排水モデリング → 構成要素 → 共通]。 

 

 
メニューの左側にある「ユーザー定義 IDF テーブル」フォルダを右クリックして選択します: 
新規 → ユーザー定義 IDF テーブル。 

IDF 曲線 
プレビュー 

降雨時間列 

IDF テーブルの名前
を変更 

読込コマンドを選択 
IDF 曲線ファイルを選択します 

期間毎の列 

降雨データコマンドを選択 
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25C.3 セットアップシナリオ 
シナリオとは、排水ネットワークの分析に使用される設定値の集まりです。降雨強度曲線は「基本」シナリオに割り当てる必要がありま

す。  子シナリオは、実行する降雨再現期間イベントごとに作成する必要があります。 

シナリオは、分析を実行する前に「計算センター」で選択します。「計算センター」の詳細情報については、「25D  計算センターによ

る分析シナリオの実行」を参照してください。 

 

 

シナリオには「設計」と「分析」の 2 つのタイプがあります。 

設計:設計シナリオが選択された場合、導管と節点はピーク流量に最適化されるように自動的にサイズ変更または再配置されます。

オプションとして、設計シナリオは導管インバートを再調整し、最小流速またはパイプ上の最小土被りを達成することができます。 

注意:設計シナリオは暗渠解析に使用されるべきではありません。設計シナリオは雨水ネットワークに使用することができますが、そ

の結果生じる再設計要素は精査する必要があります。 

分析:分析シナリオを選択すると、導管と節点要素は自動的にリサイズされません。要素の現在の構成が分析され、サーチャージ

がある場合は表示されます。 

計算センター 

シナリオ計算 シナリオの一覧 
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適切な曲線の曲線と降雨イベントを「基本」シナリオに割り当てる必要があります。これ は 、全体降雨イベントツールで行います。 

このツールはリボンの以下の位置にあります。 

排水・ユーティリティ作業フロー → 構成要素タブ → 共通グループ 
 

「基本設計」と「基本分析」双方において、計算センターの分析は、選択された「全体降雨」を使用します。 

  

全体降雨コマンド 

ドロップダウンメニューから「IDF 曲線」と
「降雨イベント」を選択します。 
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25C.4 各降雨イベントの子シナリオの設定 

複数の降雨を分析するために、子シナリオを作成し、計算センターで選択することができます。各子シナリオは、各リターンイベントに

対応しています。例えば、子シナリオは 10 年および 100 年の両方の降雨事象に対して設定することができます。 

子シナリオは、シナリオマネージャツールで作成します。最初に作成された子シナリオには、作成時に使用されたベースシナリオと同じ計

算設定が含まれます。シナリオ管理ツールは、リボンの以下の位置にあります。 

 

排水・ユーティリティ作業フロー → 分析タブ → 算出グループ 

ヒント:子シナリオには、分析する降雨イベントに対応する名前を付けてください（例:「10 年降雨」）。 

  

シナリオマネージャ
コマンド 

「基本分析」で右ボタンメニューか
ら「New」→「子シナリオ」を選択 

計算センターで選択する
子シナリオの一覧 
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子シナリオを作成したら、ダブルクリックしてシナリオプロパティを開きます。シナリオプロパティでは、「降雨流出」の設定に代替案を作成す

る必要があります。 

注:編集されていない場合、子シナリオはベースシナリオから全ての計算設定を引き継ぎます。継承される設定値には、"<I>"と

いう接頭語が付きます。 代替案 はベースシナリオの設定値と異なる設定値です。 

新しい代替案が作成された後、全体降雨イベントツールで適切な降雨イベントを割り当てる必要があります。 

 

 

 

 

シナリオプロパティ 

全体降雨コマンド 

子シナリオをダブルクリック
し、シナリオプロパティを開き

ます。 

「降雨流出」のドロップダ
ウンから＜新規＞を選択 

降雨イベントの代替え案
に新しい名前を割り付ける 

子シナリオ 

ベースシナリオ
オ 

「全体降雨イベント」のドロップダウ
ンを開き、子シナリオの降雨イベント

を指定します。 
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25D 計算センターによる分析シナリオの実行 

計算センターは、シナリオを選択し、排水ネットワークの分析を実行するために使用します。このツールはリボンの以下の位置にあります。 

排水モデリング作業フロー → 分析タブ → 分析ツールグループ 

 

注:「設計シナリオ」と「分析シナリオ」の違いについては、「25C.3  セットアップシナリオ」を参照してください。設計シナリオは、導管

と節点のサイズと位置を変更することができます。 

 

分析を実行すると、「合理式算出の概要」が表示されます。「メッセージ」ボタンを押して、分析に関連する警告とエラーを確認します。 

重要: エラー  メッセージが表示された場合は、分析に失敗しています。分析を成功させるには、エラー  をすべて修正する必要が

あります。 

  

「計算センター」を選択 

基本のシナリオか、子
のシナリオをドロップダ

ウンから選択 

「計算」を押す 

合理式算出の概要 

「メッセージ」ボタンを押して、分析に
関連する警告とエラーを確認 

ヒント*:最小流達時
間がセットされる 

ヒント:警告またはエラーメッセージを
右クリックし、該当の要素を拡大表示

することができます。 
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注意  メッセージは、分析が成功しても出るかもしれません。しかし、すべての注意  メッセージが問題ないか調べる必要があります。

いくつかの一般的なメッセージは通常に表示されます。 

よくある注意１:集水域の流達時間が、計算オプションで定義された最小流達時間より小さい。最小流達時間が使用されました。 

この警告メッセージは、集水域（排水領域）要素の流達時間が計算センターで表示される最小許容値より小さい場合に表示されま

す。計算センターで解析の最小流達時間を設定するときは、前ページのヒント*: を参照してください。 

よくある注意２:導管が最小土被りの制約を満たしていません。 

すべての導管（パイプ）の最小土被りを分析します。このソフトウェアは、アクティブな地形モデルと管間の距離を解析し、最小土被り

を測定します。導管の全⾧に沿って最小の土被りを解析するため、最小の土被りが達成されていてもこのメッセージが表示される可能

性があります。下図に示すように、パイプ終了付近の領域が最小土被りのために解析されます。実用的な設計では、最小土被りは走

行面の下で達成されなければなりません。通常、導管終了部は最小土被りが解析されません。 
 

推奨:最小土被りは手動で設計し、ユーザーがチェックする必要があります。警告メッセージに頼らないでください。 

  

最小限の土被りが管端で 
分析される 
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25E 結果:レポート、テーブル、縦断の作成 
 

計算センターで設計または分析シナリオを実行した後、結果を確認するための多くのグラフや表形式のオプションがあります。 

 

25E.1 結果テーブルの作成と Microsoft Excel への書き込み 
分析の実行直後に「合理式算出の概要」が表示されます。「詳細」ボタンを押すと、分析のサマリーテーブルが表示されます。 

備考:分析が既に実行されている場合は、「合理式算出の概要」を再度開きます。 

排水モデリング作業フロー → 分析タブ → 計算グループ 

 

計算概要コマンド 

「詳細...」を押すと、集水域、導管、節点、
および流入口の結果テーブルが表示される 

 

タブの選択で、集水域、導管、節点、流入口、
それぞれの情報に切り替わる 

「レポート」を押してレポートを表示。 
印刷、Microsoft Excel などにエクスポートが可能 



 

29 

前ページで示したように、「レポート」を押して結果レポートを作成します。結果レポートには「算出詳細サマリー」で提供されたすべて

の情報が含まれます。 

結果レポートを Microsoft Excel や Word などにエクスポートすることができます。 

 

 

 

 

 

 
 

結果レポート 

レポートを EXCEL（CSV）や WORD
（DOCX）にエクスポートする 

Export to > CSV（DOCX）File 
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25E.2 各要素の水理プロパティの結果 

分析の実行後、排水モデリング要素を選択し、水理プロパティを開きます。選択した要素に関連するすべての結果は、水理プロパテ

ィの結果ドロップダウンに表示されます。 

例えば、集水域要素を選択すると、排水領域から発生するピーク流出流量を表示できます。 
 

 

導管要素を選択すると、速度、水深、フルード数などのさまざまな結果が表示されます。 

備考:「水理プロパティ」ダイアログでは、結果は直接編集できないため、灰色で表示されます。 

集水域要素を選択し、
水理プロパティを開く 

分析結果 

集水域から生じる流量 

導管を選択し、 
水理プロパティを開く 

分析結果 
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25E.3 縦断の作成 

水理縦断ツールは、暗渠または雨水管網の水理縦断を作成するために使用します。 

 

 

これらのツールはすべて同じタスクを実行しますが、主な違いは、縦断の範囲を決定するための節点または縦断要素の選択方法です。 

備考:「縦断を投影」は、縦断を作成しません。代わりに、このツールは作成済の水理縦断を隣接または平行な路線線形に投影

します。 
 

 
ツール 

水理縦断 ツール 
 説明 

節点からの水理
縦断 

 選択した 2 つの節点間の縦断を作成します。選択した 2 つの節点間のすべての導管と節

点が縦断に表示されます。 

流出口までの水
理縦断 

 

 下流の流出口から始まり、最も上流の節点まで延びる縦断を作成します。 

リンクから水理縦
断 

 

 節点の代わりに導管を選択して縦断を作成します。 

注: このツールは、電気、通信、水の配電線に対応しています。 

 
縦断を投影 

 

 
上に示した 3 つのツールのいずれかで縦断を作成した後、それを路線線形に投影することが

できます。例えば、縁石に沿って配置された雨水管網を道路線形中心線に投影し、縦断

モデル  で見ることができます。 

水理縦断コマンド 

水理縦断 
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25E.3.a 節点からの水理縦断 
節点からの水理縦断コマンドは、雨水管網または暗渠の水理縦断を作成するために使用します。 

備考:このツールを使用した後、結果の水理縦断は縦断モデルで表示できます。  視点、またはキャビネット  に作成されます。 

 

 

 
リボンから、節点からの水理縦断を選択します:排水モデリング → レイアウト → 水理縦断を選択します。 

 
ダイアログで、縦断に名前を割り当てます。この名前は、キャビネット  内で水理縦断を識別し、場所を特定するとき役

立ちます。 

 

ダイアログで、節点の描画タイプを選択します。節点描画タイプは、作成される縦断要素の図面モデル  における

節点の表示方法を決定します。節点を⾧方形で表示するには、［ボックス］を選択します。構造と排水口を表示する

ときは、［スライス］を選択します。 

 

ダイアログで、作成する縦断の特性定義を選択します。 

推奨:「その他」ドロップダウンにある 「公共設備_縦断ラン」特性定義を使用してください。 

注:このツールは、水理縦断の水平方向の広がりを表す水平要素を作成します。 

 
プロンプト:スタート節点を選択 - 最上流の節点を選択します。流出（下流）節点が選択された場合、水理縦断は

インバートします。 

 

プロンプト:終点節点を選択または右クリックで承認 - 最下流の節点または流出節点を選択します。このステップの

後、水理縦断の平面がオレンジ色の線でプレビューされます。 

節点からの水理縦断 
コマンド 

縦断の名前を入力 

節点の描画形状を選択 

特性定義を選択 

上流の節点を「スタート
節点」として選択 

下流の節点を「終了節
点」として選択 
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25E.3.b 縦断モデルの水理縦断 

前ページのステップ 4 で述べたように、縦断ツールは、縦断要素を表す水平要素を作成します。水理縦断は、水平要素の縦断モデル

 に示されます。 

ヒント:縦断モデル  に 完成面または地形モデルが表示されていない場合は、サーフェスからの縦断ツールを使用して表示します。

道路モデルまたはその他提案されているモデリング図形を表示するときは、「3D カットを作成ツール」を使用します。

「7F.1.d 縦断モデルに複数の地形モデルを表示」および「7F.1.e 3 次元モデルを投影ツールによる縦断モデルへの道

路モデルの 3D 要素表示」を使用して、縦断モデルから道路モデルおよび 3D 要素を表示します。 
 

ヒント:平面図は、縦断モデル  から作図境界線、図面モデル  、シートモデル  を使用して作成することができます。縦断

モデル  から設計図を作成する手順については「第 14 章  図面作成」を参照してください。 

 

ヒント: 水平要素は、平行要素（道路線形中心線など）に水理縦断を投影するために、投影ツールと組み合わせて使用するこ

とができます。 

水理縦断で水平要素が 
作成される 

このネットワークの分岐に
は、個別の縦断ランを作成

する必要があります。 

水平要素の縦断モデルを開く 



 

34 

25E.3.c キャビネットでの縦断から縦断へ 

縦断ツール（節点からの水理縦断）を使用した後、キャビネット  メニューから水理縦断が作成されます。縦断指定は、キャビネット

 の「排水と設備モデル」水理縦断ドロップダウンで行います。 

 

ヒント*:計算センターで水理解析を再実行する場合、最新の解析を反映するように水理縦断を更新するために、水理縦断の再

設定コマンドを使用します。 

キャビネットを開く 

「排水と設備モデル」ドロップダウンを開く 

「水理縦断」ドロップダウンを開く 

任意の「水理縦断」で
右クリックメニューを開く 

ヒント*:水理縦断の再設定 

表したい縦断の様式を選択 
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前ページで示したように、水理縦断には 3 つのタイプがあります:縦断モデル  、分析的縦断、工学的縦断です。 

注:縦断モデル  については、「25E.3.b 縦断モデルの水理縦断」を参照してください。縦断モデル  は、シートモデル  の

作成に使用することができ、注釈、ラベル、印刷が可能です。 

分析的縦断:分析的縦断ビューは、水理縦断を素早く表示するためのものです。分析的縦断では注釈やラベルのオプションが限

られています。 

 

工学的縦断:最初に開くと、工学的縦断には自動的に作成された注釈がいくつか含まれており、カスタム注釈を作成することがで

きます。また、縦断グリッドの縦倍率も編集できます。 
 

注:工学的縦断および分析的縦断に表示される地形は、アクティブな地形モデルから描画されます。アクティブな地形モデルを作

成し、水理地形図に表示します。「第 22 章 計画モデル」を参照してください。 

  

分析的縦断 

ヒント:右クリックで注釈
のオプションを選択 

工学的縦断 

注釈をクリック・ドラッグ
で移動が可能 縦断図に絵を描い

たりメモを作成する
ためのツール 
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25F 排水口、排水桝、縁石のモデル 
 

この作業フローでは、排水ネットワークがモデル化され設計されます。ネットワークは、流入口（節点要素）、雨水管（導管要素）、

流出口（節点要素）、側溝要素で構成されます。排水領域は、集水要素を使用して各流入桝に割り当てられます。 

縁石（オレンジの破線）上に 2 つの集水桝（節点）が配置されています。右側に位置する集水桝（節点）は「非サグ点」です。

左側の流入口節点は「サグ点」です。集水桝「非サグ点」が集水域で発生した雨水をすべて受け入れることができない場合、雨水の

一部は縁石に沿って低い側の集水桝にバイパスされます。「サグ点」集水桝は低い位置にあり、流量をバイパスすることはできません。

流量が「サグ点」集水桝の容量を超えると、水は集水桝の上に溜まります。「非サグ点」集水桝には水は溜まりません。集水桝が「サグ

点」であるか「 非 サ グ 点 」であるかは、水理プロパティで指定します。 

 

側溝 

集水桝（サグ点） 集水桝（非サグ点） 

側溝の集水桝 

縁石 

集水桝（サグ点） 

排水口（節点） 

コンクリート排水管 
（導管） 

集水域 

縁石に沿った集水桝 

（非サグ点） 
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導管サイズの自動設計:TRD は、節点間に配置される導管の直径を自動的に選択し、最適化することができます。代替案ツール

を使用して、導管サイズを自動選択するための設計基準を設定することができます。例えば、10 年間の降雨を想定した設計シナリオ

を実行し、降雨に対応する最小導管サイズを選択することができます。その後、50 年間の降雨の分析シナリオを実行し、より大きな

降雨でパイプサイズがどのように機能するかを分析することができます。導管サイズは、分析シ ナ リ オ で は 自動的に変更されません。 

設計シナリオのプログラミングと実行については「25F.6 設計シナリオのプログラム」を参照してください。 

 

25F.1 集水域節点の配置と水理プロパティの設定 
節点の配置ツールは、流域節点の作成に使用します。節点の配置については「25B.1 節点（集水桝と流出口）の作成」を参照し

てください。 

どのタイプの構造を配置するかは、節点の特性定義によって決まります。 

流入桝の配置には、StormWaterNode → 集水桝ドロップダウンにある特性定義を使用します。 

下流の出口節点は、StormWaterNode → 流出口フォルダの特性定義を使用します。 

 

備考:節点の特性定義は、いくつかの桝と流入口の特性タイプに限定されています。特性定義を選択するときは、適切な流入口

の構成と桝の形を選択してください。流入口の格子の開口サイズは、節点の配置後にカスタマイズできます。同様に、節点の

桝部分の寸法と高さもカスタマイズできます。 

 

例えば、「複合型集水桝（円形）」の特性定義には、円形桝形状の側溝格子と開口流入口が含まれます。一般的な複合型集水

桝の特性定義には、側溝格子と開口流入口が含まれますが、桝の構造形状は⾧方形です。 

「溝流型集水桝」の特性定義は、溝の中に配置するためのものです。コーンリデューサーで識別される特性定義には、円形の桝の上

に配置されたコーンが含まれています。 

流出口 
特性定義 

集水桝 
特性定義 
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ヒント:節点の配置で、集水桝の「へりの高さ」を設定するために「節点標高の参照要素を選択」というプロンプトが表示されます。

このステップでは、地形モデル、路線線形（アクティブな路線線形縦断が必要）、道路モデル線を選択できます。また、手

動で高さを指定することもできます。 

 

このシナリオでは、側溝入口節点の高さ配置には（道路モデルで生成された）側溝フローラインが選択されます。 

節点の回転:集水桝の回転は、側溝の線や溝の線など、対応す る 特性と一直線になるようにします。回転モード「路線線形に

相対的」を使用して、節点が目的の特性と一直線になるようにします。この手順については、「25B.1 節点（集水

桝と流出口）の作成」を参照してください。 

側溝 

ヒント:集水桝のヘリの高さを設定する
ための側溝を選択 

溝 
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25F.1.a 流入口節点水理プロパティ 

節点を配置した後、水理プロパティを編集して、流入桝の水理特性を設定する必要があります。以下のプロパティは、水理解析を実

行する前に確認する必要があります。 

流入口の位置 - 「サグ点」と「非サグ点」:既定では、すべての流入桝の節点は「流入口の位置」のプロパティに 「非サグ点」が割り

当てられています。流入口の位置が縦断路線の低いポイントにある場合は、「サグ点」を割り当てます。 

 

「非サグ点」が設定されている場合は、側溝ラインまたは道路の傾斜と「マニング n 値」を指定します。縦勾配（流入口）（m/m）

プロパティは、縁石の傾斜に対応します。マニング n（流入口）プロパティは、縁石または道路の粗さの値に対応します。 

 

「サグ点」か「非サグ点」を 
指定する 

集水桝を選択し、 
水理プロパティを開く 

「非サグ点」の場合は、
マニング n と縦断勾配
の値を入力します。 
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節点への既知の流れを指定します（集水域を使用しない場合）:通常、集水域要素は、集水桝節点に流入する排水領域を表

すために作成されます。しかし、節点への流量が既知の場合、集水域要素は必要ありません。集水域を使用しない場合は、[流量]

ドロップダウンの位置にある［流量（既知）］プロパティに値を入力します。 

 

流入口開口部 - 格子、縁石の⾧さ、目詰まり係数を設定します:流入口開口部ドロップダウンの下のプロパティは、流入口格子と

縁石の⾧さを決定します。詰まり係数は、格子と縁石の効率を決定します。 

物理的形状 - 集水桝の構造を設定します:集水桝の全高は、物理的形状ドロップダウンメニューの 高さ（インバート）（m）と 

高さ（へり）（m）プロパティで決まります。高さ（インバート）プロパティは桝内側の下面の高さに対応します。高さ（へり）プロパ

ティは、節点の配置時に設定されるため、編集できません。 

 

集水桝（断面） 

高さ（へり） 高さ（インバート） 

集水域を使用しない場合、 
流量（既知）をセットする 

「格子の⾧さ」、「縁石の⾧
さ」、「目詰まり係数」をセット 
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注:後の手順で、桝の節点間に導管要素が作成されます。初期状態では、導管は自動的に節点の「高さ（インバート）」に

設定されます。配置後、導管を手動で編集して節点の「高さ（インバート）」より上に配置することができます。導管インバ

ートの編集については、「25F.3.a 水理プロパティで導管の高さを設定」を参照してください。 

物理的形状 – 集水桝の形状を設定します:集水桝の寸法は、物理的形状ドロップダウンにある⾧さ（m）と幅（m）プロパティ

によって決定されます。 
 

集水桝（平面） 

⾧さ 

幅 

集水桝の⾧さと幅をセット 



 

42 

集水桝が円形構造である場合、直径（mm）プロパティが表示されます。 

備考:水理プロパティを変更しても、2D 設計モデル（   ） および 3D 設計モデル（  ）における節点要素の図形表示に

は影響しません。また、図形表示は節点の水理解析には影響しません。水理解析では、節点の解析に水理プロパティの値のみを

使用し、図形は重要ではありません。 

 

物理的形状 - 側溝のタイプと形状を設定します:上流の側溝や水路の形状は、流入桝に流入する水の水理に影響します。節点

に入る側溝や水路に合わせて、下図のプロパティを設定します。 

水路にある節点の場合は、「側溝形状」を 「V 字型」または「台形」に変更します。側溝形状が変更されると、その下のリストのプロパテ

ィは水路のジオメトリを反映するように変更されます、 

上流の側溝と水
路の形状を設定 

側溝の入口は、「側溝形状」を
V 字型または台形に変更する 
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25F.2 流出口の配置 

流出節点を配置して排水ネットワークの流出位置を指定します。StormWaterNode → 流出口 のドロップダウンから特性定義を使

用します。 

ヒント:流出節点を配置するときは、［インバート標高を指定］のチェックがオンであることを確認してください。オフの場合、流出節

点は導管の高さに対して配置されます。 

ヒント:節点配置コマンドでは、「節点標高の参照要素を選択」というプロンプトが表示されます。地形モデル、路線線形、または道

路モデルを選択して、流出節点のインバート高さを設定します。 

注:通常、流出口の水理プロパティで調整する必要はありません。 

流出口 

節点配置 
コマンド 

ヒント:チェックがオンになって
いることを確認 

流出口特性定義 
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25F.3 導管の配置と水理プロパティの設定 
導管配置コマンドは、節点間に導水管を作成するために使用します。導管の配置については、「25B.2 導管（パイプ）の作成」を

参照してください。 

導管特性定義は、導管の材質と形状を決定します。通常、円形のコンクリート管が排水ネットワークで使用されます。

StormWater → パイプ → 円形ドロップダウンにある特性定義を使用します。 

ダイアログでは、「説明」でパイプの直径を決定します。直径は配置後に水理プロパティで変更できます。または、設計シナリオを実行す

ると、パイプの直径が自動的に調整され、降雨イ ベ ン ト に 最適化されます。 

注: 導管要素は、上流から下流に配置される必要があります。最初に上流の節点を選択し、導管が適切な方向に配置されている

ことを確認してください。 

 

 

 
 

説明（パイプ
の直径） 

導管の方向 

上流の節点を先に選択し、導管が
適切な方向に配置されたか確認 

導管配置コマンド 

導管 
特性定義 
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ヒント:導管を配置する節点を選択するとき、クリックする位置によって導管が桝に接続される位置と角度が決まります。ほとんどの

⾧方形の節点には、各側面に接続面があります。導管配置で節点を選択するときに「タブ」にスナップします。 

 

円形桝の節点に導管を接続する場合は、節点の軸方向に沿って、導管を接続するおおよその位置をクリックします。 

 

ヒント:円形節点は希望の 
位置をスナップ 

ヒント:接続面に 
導管をスナップ 

⾧方形節点の「接続面」 
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25F.3.a 水理プロパティで導管の高さを設定 
配置されたとき、導管の高さは節点の高さに合わせて自動的に配置されます。 

導管のインバート高さは、水理プロパティで手動で変更できます。これを行うには、「インバートを始点に設定?」および 「インバートを

終点に設定?」プロパティを FALSE に変更します。TRUE に設定されている場合、節点のインバート高さは導管インバート高さに自

動的に設定されます。 

インバートのプロパティは、「物理的形状」ドロップダウンにあります。 

 

ヒント:集水域節点の高さを変更するときは、「25F.1 集水域節点の配置と水理プロパティの設定」を参照してください。 

導管のインバート高さは、節点のインバート高さ以上でなければなりません。 

「インバートを始点に設
定?」 FALSE 

「インバートを終点に設
定?」 FALSE 

「インバート（始点）」 
「インバート（終点）」 

をセット 
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25F.4 節点間に縁石排水を配置 
流入節点が全流量を収容できない場合、縁石排水が配置され下流の流入点に流量の一部をバイパスすることができます。 

この例では、「非サグ点」集水桝と 「サグ点」集水桝の間に縁石排水を配置します。両方の流入口は同じ縁石排水の線上に位置し

ています。理論上、「非サグ点」集水桝で捕捉されなかった流れは、側溝を通って「サグ点」集水桝に運ばれます。「サグ点」集水桝は

縦断の低い点に位置しているため、水はへりより上に溢れ出ます。 

 

縁石排水配置ツールは、同じ縁石と側溝ライン上の 2 つの節点間に側溝を作成します。縁石排水の特性定義は、縁石排水の初期

形状を表します。配置後、水理プロパティで縁石排水の形状を変更することができます。 

「方法」は、縁石排水要素を自動で描くか手動で描くかを決定します。 

「節点間」が選択された場合、上流と下流の節点は手動で選択します。曲線が配置されていない場合、縁石排水要素は選択された

節点間の直線として描画されます。節点間に曲線を含む場合は、手動で曲線を配置します。 

「トレーススロープの使用」は、造成済み地形モデルから自動的に縁石排水要素を描画します。 

  

流れの方向 

側溝 

サグ点 非サグ点 

補足されなかった流れは側溝にバイパスされ、非

サグ点からサグ点に運ばれる 
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リボンから「縁石排水配置」コマンドを選択します。 排水モデリング → レイアウト → レイアウト 

 
ダイアログで、方法を「節点間」に設定します。 

 
ダイアログで、特性定義を縁石排水のサイズと形に合わせて設定します。 

 

 

プロンプト「スタート節点を選択」が表示されるので、上流の節点を選択します。 

注意:下流の節点が最初に選択された場合、縁石排水は誤った方向に線形化され、水理解析の実行時にエラーと

なります。 

 

 

 

 

プロンプト「接続のための次の節点を選択。<Ctrl>でベンドを配置する <右クリック>で開始節点を選択する。」が表

示されますので、下流の節点を選択し、直線の縁石排水要素を作成します。 

ヒント:下流の節点を選択する前に、CTRL を押してベンドを配置します。 

Ctrl キーを押すと、次にクリックした位置でベンドの配置が決まります。すべてのベンドの配置が完了したら、再度 Ctrl

キーを押して下流節点を選択します。 

注:縁石排水を円状に巻く場合、ベンドオプションを使用して円状にフィットする直線セグメントを繰り返し配置します。 

 

  

側溝の方向 

上流の節点を選択 

特性定義を選択 

「節点間」を選択 

縁石排水配置 
コマンド 

下流の節点を選択 
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作成後、水理プロパティを開き「物理的形状」ドロップダウン以下の設定値を修正または確認します。 

• 道路横断勾配（m/m）- 隣接する道路の横断勾配を設定します。 

• 縁石排水溝に落ち込みがあるか?- FALSE に設定すると、側溝と隣接する車道は同じ勾配で配置されます（道路

横断勾配（m/m）プロパティで決定されます）。TRUE に設定された場合、側溝幅は隣接する車道よりも急な勾配

で配置されます。 

• 縁石排水横断勾配（m/m） - 縁石排水の横断勾配を設定します。この設定は、「縁石排水溝に落ち込みがある

か?」が TRUE の場合のみ表示されます。 

• 縁石排水幅（m）- 縁石排水の幅を設定します（流線からアスファルトの端まで）。この設定は、「縁石排水溝に落

ち込みがあるか?」が TRUE の場合のみ表示されます。 

• マニングス(縁石排水) - 縁石排水の粗さ値を設定します。 

「縁石排水溝に落ち込みがあるか?」が
「FALSE」に変更された場合、 

「縁石排水幅」と「縁石排水横断勾配」は
表示されません。 

Ctrl キーを押して 
ベンドを配置します。 

最後のベンドを配置した後、Ctrl キー
を押して下流ノードに接続します。 
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25F.5 各節点の集水域の作成 

流出流量を計算するときは、各節点に集水域（排水領域）を割り当てる必要があります。集水域要素の作成については、

「25B.4 集水域（排水領域）の作成」を参照してください。 

集水域節点への流量がわかっている場合、「流量（既知）（L/s）」プロパティ（節点水理プロパティの「流量」ドロップダウンにあり

ます）を使って、節点に流量を割り当てることができます。その場合、節点は対応する集水域要素を必要としません。「25B.3.a 流

入口に既知の流量を設定」を参照してください。 

 

各節点に割り当てられた 
集水域要素 

集水域配置 
コマンド 



 

51 

25F.6 設計シナリオのプログラム 
このセクションでは、設計シナリオのプロセスの概要を説明します。 

備考:分析シナリオを実行したい場合は、「25C  集水域の降雨データとシナリオの作成」、および「25D 計算センターによる分析

シナリオの実行」に進んでください。 

すべての節点、導管、および流入口には、自動設計を調整するためにオン/オフを切り替えたり調整したりできる設計拘束プロパティの

セットがあり、自動設計の対象となる排水ネットワークの構成要素は多数あります。 

自動設計の例としては、以下のようなものがあります。 

• 流入口の格子開口寸法は、流量に対応するように自動調整できます。 

• 勾配は、パイプの最小縦断勾配/速度を達成するために変更することができます。 

• 設計上の降雨に最適化するために、パイプのサイズを増減することができます。また、冗⾧な容量のために、パイプを通過

する流量の最大パーセントを指定することができます。 

推奨:自動設計には様々なオプションがあります。しかし、最終的に承認できる設計を行うのはユーザーです。自動設計機能は、

容量達成のためのパイプサイズ変更に限定することを推奨します。パイプインバートや格子開口寸法の自動設計は

推奨されません。 

設計シナリオの作成は「代替案」コマンドで行います。自動設計のパラメータを設定するときは、「ベース設計」代替案をカスタマイズしま

す。「代替案」コマンドはリボンの以下の位置にあります。 

排水モデリング作業フロー → 分析タブ → 計算グループ 

 

 
 

「代替案」コマンド
を選択 

「設計」のドロップダウンを展開し、「ベース設計」
をダブルクリックして、自動設計パラメータを 

設定します。 
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「ベース設計」をダブルクリックすると、設計制約代替案メニューが表示されます。雨水ネットワークで使用されるすべての要素がこのメニュ

ーに一覧表示されます。メニューの左上にあるタブは、雨水ネットワークを要素タイプ別（排水管、節点、流入口）に整理します。 

排水管タブ:下図は、排水管タブが選択された場合のメニューを示しています。雨水ネットワーク内のすべての導管要素がメニュー

の下部に一覧表示されます。 

推奨: 自動的にリサイズしたい導管について、「設計導管?」のチェックをオンにします。オフの場合は自動でリサイズされません。「設

計始点/終点インバート?」のチェックはオフにします。これらのチェックがオンの場合、導管のインバートは最小/最大

縦断勾配と最小流速を満たす最適な値に調整されます。ただし、通常は導管のインバートはユーザーが手動で設

計するべきで、「ローカルパイプの拘束を指定しますか?」のチェックをオフにします。オンにすると、導管は流速、土

被り、勾配、その他による制約に合わせてサイズや高さを調整します。 

 

 

  
 

「排水管」タブ 

「設計始点/終点インバート?」
をオンにすると、パイプインバート

を自動で設定する 

「設計導管?」をオンに
すると、パイプのサイズ
が自動的に変更される 

注:メニュー上部の設定値は、
すべての要素（下部）に適用 

される 

タブを変更して、排水管、節点、 
流入口の設計パラメータを切り替える 

「ローカルパイプの拘束を指定しますか?」を 
オフにすると、これらのボックスはロックされます。 

黄色のボックスはロックされており、

自動調整されない 

「有効断面積での設計?」と
「設計パーセント」流量の割合

を制限する 
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節点タブ:節点タブは、集水桝の構成を自動設計するための機能です。これらのパラメータを使用して集水桝のインバートを自動

設定し、導管インバート高さを調整することができます。ただし、インバート高さはユーザーが手動で設定、分析すること

をお勧めします。 

推奨:「構造高さを設計?」、および「ローカルパイプのマッチング拘束?」をオフにすることで、集水桝は自動的に設計されません。 

 

  
 

流入口タブ:流入口タブは、集水枡の開口部を自動的に変更するために使用します。ただし、グレーチングは通常、規格サイズが

使用されているため、サイズを自動変更するべきではありません。 

推奨:「流入口の開口を設計?」のチェックをオフにします。流入口開口部は自動設計されません。 

 

 

 

 

「節点」タブ 

「構造高さを設計?」
をオフ 

「ローカルパイプのマッ
チング拘束」をオフ 

「節点土被り拘束の使用」
をオフ 

「流入口」タブ 

「流入口の開口を設計?」
をオフ 
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25F.7 設計シナリオの降雨データを読込 

設計シナリオを実行する前に、適切な降雨強度曲線を読み込む必要があります。 
 

 
降雨強度曲線（IDF 曲線）を入手し、適切な CSV フォーマットに設定します。 

「25C.1 降雨強度曲線の入手と設定」を参照してください。 

 
「降雨データ」コマンドを使用して、降雨強度曲線ファイル（CSV）を TRD に読み込みます。 

「25C.2 降雨強度曲線ファイル(CSV)を降雨データエディタに読込」を参照してください。 

 
「全体降雨」コマンドを開きます。 

[排水モデリング → コンポーネント → 共通]  

適切な「全体降雨イベント」を代替案に設定します。 
 

「ベース降雨」代替案を設定した後、計算センターメニューで設計シナリオを実行します。 

「全体降雨」 
コマンド 

「ベース降雨」代替案を設定 
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25F.8 計算センターによる「設計シナリオ」の実行 

計算センターはシナリオを選択し、水理計算を実行します。 

推奨:設計シナリオを実行する前に、TRD ファイルのコピーを作成するか、名前を付けて保存してください。設計シナリオを実行する

とパイプは自動的にリサイズされますので、変更前の雨水管ネットワーク構成を保存しておくことをお勧めします。 

ヒント: シナリオを実行した後、「25E 結果:レポート、テーブル、縦断の作成」で説明しているツールを使って雨水ネットワークを

見直します。 

 
リボンから計算センターを選択します:排水モデリング → 分析 → 分析ツール 

 
「シナリオ」ドロップダウンから「基本設計」を選択します。 

 計算  を押して、設計シナリオを実行します。 

 
設計シナリオを実行すると、ダイアログが表示されます。 

ここでは「現在の形状の代替案」を選択して［OK］をクリックします。 

「新しい形状の代替案」を選択した場合、オリジナルの雨水管ネットワークの複製が作成され、複製されたネットワーク

にサイズ変更などの再設計が行われます。 

「現在の形状の代替案」を選択した場合、雨水管ネットワークが直接サイズ変更、再設計されます。 

TRD ファイルが 1 つの雨水管ネットワークのみを含むようにするには、「現在の形状の代替案」を選択します。 

上の推奨で述べたように、あらかじめ名前を付けて保存を実行し、元の設定を保存します。 
 

 

「計算センター」 
コマンド 
を選択 

「シナリオ」ドロップダウン
から「基本設計」を選択 

「計算」を選択 
「現在の形状の代替

案」を選択 


